
令和5年度建設機械施工管理技術検定試験

1級・2級 第一次検定・第二次検定　ご案内
令和４年11月 一般社団法人 日本建設機械施工協会

（建設業法に基づく建設機械施工管理技士補および建設機械施工管理技士になるための国家試験）

1. 技術検定試験の概要 4. 受検申込み方法と申込み期間

5. 受検手数料

6. 受検資格

3. 試験地（予定）

2. 試験日

技術検定は、第一次検定と第二次検定に区分され、第二次検定
は1級、2級ともに筆記試験と実技試験により行います。

【第一次検定】
1級・2級ともに択一式（マークシート方式）で行います。
2級は、第1種～第6種の種別ごとの試験で、共通問題と種別

ごとの個別問題で試験を行います。なお、1回の検定試験で最大
2つの種別（奇数種別から1つ、偶数種別から1つ）を受検できます。

【第二次検定（筆記）】
第二次検定（筆記）は、第一次検定と同日に行います。
1級は記述式、2級は各種別共通の問題で、択一式（マークシー
ト方式）で行います。

【第二次検定（実技）】
受検申込みで選択した種別（下表参照）ごとに、実機により実
技試験を行います。

種別 実技試験で使用する建設機械
第1種 ブルドーザー
第2種 油圧ショベル
第3種 モーター・グレーダー
第4種 ロード・ローラー
第5種 アスファルト・フィニッシャー
第6種 くい打機

「受検の手引」を購入し、添付されている書類に必要事項を記
載のうえ、簡易書留郵便によりお申し込みください。
受検の手引は、裏面記載の販売窓口でお求めください。

級区分 検定区分 受検申込み期間

1級･2級 第一次検定
第二次検定

令和5年2月15日(水)
～3月31日(⾦)まで

※申込み期間最終日の消印があるものまで有効です。

【第一次検定】
1級 14,700円
2級 14,700円（1種別につき）

【第二次検定】

1級
実技試験(2種別受検) 38,700円
実技試験(1種別受検) 29,100円
実技試験(2種別免除) 19,500円

2級 27,100円（1種別につき）
※建設業法施行令に基づく受検手数料です。
※１級第二次検定（実技）では、２級建設機械施⼯管理技術検定
の合格種別について試験の免除を受けられる制度があります。

1級
第一次検定

２級建設機械施⼯管理技術検定の合格者、
または学歴等に応じた実務経験年数を満た
す者

第二次検定 第一次検定の合格者、かつ学歴等に応じた
実務経験年数を満たす者

2級
第一次検定 令和６年３月31日時点で満17歳以上の者

第二次検定 第一次検定の合格者、かつ学歴等に応じた
実務経験年数を満たす者

※第二次検定の受検資格(学歴等に応じた実務経験年数)を満たす
者は、第一次検定と合わせて第二次検定の受検申込みができます。

▼受検資格の目安

学歴等の資格区分 必要な実務経験年数
1級 2級

・大学卒業者
・高度専門士

指定学科 3年以上 1年以上
指定学科以外 4年6月以上 1年6月以上

・短大卒業者
・高専卒業者
・専門士

指定学科 5年以上 2年以上

指定学科以外 7年6月以上 3年以上
・高校卒業者
・専門学校卒業者

指定学科 10年以上 3年以上
指定学科以外 11年6月以上 4年6月以上

・その他の者 － 15年以上 8年以上
以下は、2級技術検定合格者（1級受検資格）

・高校卒業者
・専門学校卒業者

指定学科 通算8年以上 －
指定学科以外 通算9年以上 －

・その他の者 － 通算12年以上 －

【第一次検定】【第二次検定（筆記）】
北広島市、滝沢市、東京都、新潟市、名古屋市、大阪市、広島市、
高松市、福岡市、那覇市	 計10箇所

【第二次検定（実技）】
石狩市、仙台市、栃木県下都賀郡、秩父市、小松市、富士市、
刈谷市、明石市、小野市、広島市、善通寺市、福岡県糟屋郡、
沖縄県国頭郡	 計13箇所

級区分 検定区分 試験日
1級
･
2級

第一次検定
第二次検定(筆記) 令和5年6月18日(日)

第二次検定(実技) 令和5年8月下旬～9月中旬
※第二次検定（筆記）は、第一次検定と同日に行います。（第二次
検定の受検手数料払込みは、第一次検定の合格発表後）

※第二次検定（実技）の日程は、第一次検定の合格発表後に、各
受検者あてに通知します。
　なお、第一次検定の不合格者は第二次検定(実技)の受検はで
きません。

※受検申込み時に希望試験地を選択いただきますが、希望
者が多数の場合、試験地を変更させていただく場合があ
ります。

※第二次検定（実技）は、試験地により受検できない種別(建
設機械)があります。｢受検の手引｣で確認してください。



7. 合格発表、合格通知等

8. 合格者の処遇

9. 受検の手引（申込み書類在中）

合格発表日に、当協会ホームページに合格者の受検番号を掲載
します。発表後に合否通知書を郵送しますが、試験の欠席者へ
は通知しません。
第二次検定（実技）の試験日程は、第一次検定の合格通知書に
同封します。

級区分 検定区分 合格発表日（予定）
1級
･
2級

第一次検定 令和５年7月31日(月)

1級
･
2級

第二次検定 令和５年11月16日(木)

【第一次検定の合格者】
 ｢建設機械施工管理技士補｣の称号が付与されます。また、1
級技士補は、所定の要件を満たすことで、監理技術者補佐になる
ことができます。*

【第二次検定の合格者】
 ｢建設機械施工管理技士｣の称号が付与され、1級技士は監理

技術者および主任技術者、2級技士は主任技術者になることが
できます。*
*建設業法で技術者の配置が必要となる場合の資格です。
  ただし、土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業に限ります。

[販売代金] 
1級（受検の⼿引、申込み書類共で）	 1部 850円 （郵送料別）
2級（受検の⼿引、申込み書類共で）	 1部 750円 （郵送料別）
[販売方法・販売期間]
・ 窓口販売	 令和5年2月1日（水）～ 令和5年3月31日（金）
・ 郵送販売	 令和5年2月1日（水）～ 令和5年3月17日（金）必着
[手引の種類] 
受検の手引は、1級・2級ともに3種類に区分されます。受検
の内容に応じて、適切な手引きをお求めください。
①受検の手引【第一次検定・第二次検定】
令和５年度に第一次検定と第二次検定を受検する方

②受検の手引【第一次検定のみ】
令和５年度に第一次検定だけを受検し、合格の翌年度以降で
第二次検定を受検する方
③受検の手引【第二次検定のみ】
令和５年度に第二次検定だけを受検する方（令和２年度までの
２級学科試験の合格者★で、令和５年度に第一次検定の免除を受
け第二次検定から受検する方を含む）

★平成28年度～令和2年度までの 2級学科試験の合格者

・合格年度を含む12年間に連続して行われる２回の第二次検
定に限り、第一次検定の免除を受け第二次検定から受検でき
ます。
・令和３年度までに実地試験または第二次検定を受検された方
は、令和５年度以降は第一次検定から受検してください。

（＊）　同
（＊）　同
（＊）　同
（＊）　同
（＊）　同
（＊）　同
（＊）　同

（＊）一般社団法人 青森県建設業協会 本部
（＊）一般社団法人 山形県建設業協会  本部

〒980-0014　宮城県仙台市青葉区本町3-4-18　太陽生命仙台本町ビル５階
青森県青森市安方2-9-13　建設会館3階
山形県山形市あさひ町18-25
山形県米沢市金池5-13-13
山形県長井市高野町2-11-21
山形県寒河江市大字西根字上川原368-16
山形県村山市中央1-2-27
山形県新庄市金沢字南沢1810-1
山形県鶴岡市芽原字西芽原16
山形県酒田市ゆたか1-1-1

同　東北支部 022-222-3915

　最近、この技術検定試験の申込手続きの代行業務や類似の名称の講習等を行う民間団体がありますが、当協会と
は一切関係がありません。当協会は、それらの業務・講習等の実施および勧誘を行うことも他の機関に委託するこ
ともしておりません。
この技術検定試験の申し込みや問い合わせは、ご本人が直接当協会へ行うようにしてください。ご注意

名 　 称 所 　 在 　 地 電 話 番 号
〒105-0011　東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館202-2　

※（＊）印の窓口では、郵送販売はしておりません。         
※各窓口での販売は、土・日、祝日を除く平日のみとなります。

03-3433-1575一般社団法人 日本建設機械施工協会（試験部）

◆　東北地域における「受検の手引(申込み書類)」の主な販売窓口一覧　◆
「受検の手引(申込み書類)」の購入は、下記の所在地を参考にお近くの窓口でご購入ください。

※郵送販売をご希望の方は、下記の（一社）日本建設機械施工協会 東北支部ホームページをご覧ください。
※「受検の手引」の内容についてのお問い合わせは、日本建設機械協会試験部（03-3433-1575）までお問い合わせください。

米 沢 支 部
長 井 支 部
西村山支部
村 山 支 部
最 上 支 部
鶴 岡 支 部
酒 田 支 部

国土交通大臣指定試験機関

日本建設機械施工協会　東北支部
URL  http://jcmatohoku.c.ooco.jp/

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町3-4-18

太陽生命仙台本町ビル5階
一 般
社団法人 


